
特  記  仕  様  書 

令和6 年5 月 

公共施設マネジメント室 

 

工 番： 令和 6 年度 （          ） 第 24010 号 

工 事 名： 看護専門学校 3 階ほか屋上防水改修工事 

場 所： 名張市     百合が丘西5 番町     地内 

工 期： 令和6 年8 月20 日まで 

 

総 則： 

・本工事は地方自治法、建築基準法、建設業法、労働基準法、消防法及びその他関係法令並びに名張市契約

規則、名張市工事執行規則、契約約款及びその他関係法規を遵守し施工すること。 

・本工事は設計図書に明記なき限り、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 各標準仕様書及び工事標準図に

基づき施工すること。 

・工事場内外での工事材料及び土砂等の搬送計画並びにその他車両の通行に関して、関係機関と十分打合せ

のうえ、交通安全管理を行うこと。 

工事概要： 

・2 階屋上（施工箇所①）防水改修工事 

 平場部：塩化ビニル樹脂系シート防水 S-M2 工法75.6 ㎡ 

立上部：塩化ビニル樹脂系シート防水 S-F2 工法17.6 ㎡ 

上記に伴う既設防水等一部撤去、コーキング等改修ほか 

・3 階屋上（施工箇所②）防水改修工事 

 平場部：塩化ビニル樹脂系シート防水 S-M2 工法74.3 ㎡ 

立上部：塩化ビニル樹脂系シート防水 S-F2 工法17.2 ㎡ 

上記に伴う既設防水等一部撤去、コーキング等改修ほか 

提出書類（該当する項目のみ）： 

 ・三重県公共工事共通仕様書、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 建築工事編・電気設備工事編・機械設

備工事編の各標準仕様書及び下記による。 

   ※ 提出部数は監督員の指示するものを除き、原則２部とする。また工事完了時、書類はファイルに綴じ、イン

デックス等で分類し提出すること。 

工事着手前に提出 

■ 総合施工計画書（三重県公共工事共通仕様書、公共建築工事標準仕様書及び監理指針を参照して作成） 

         工事名、工事概要 

         請負者の組織 

            現場組織構成、工種別責任者等の記入 

            現場安全衛生管理体制（緊急連絡網等） 

         仮設計画（仮囲い・交通誘導員・現場事務所・仮設便所/電力/給排水・工事車両駐車場・道路等養生部分・ 

                工事看板等の位置、材料等搬入経路などを図面等に記入） 

         安全管理計画 

         交通管理計画 

         品質管理計画 

         施工管理計画 

         主要資材 

         その他書類 



■ 現場代理人通知書 

        現場代理人（免状(写)、経歴書、雇用関係が確認できる書類） 

        主任技術者及び監理技術者（免状(写)、経歴書、雇用関係が確認できる書類） 

■ 工程表 

■ 工事施工体制台帳 

■ 施工体系図 

■ 建退共（請負額の 1.7/1,000 以上） 

■ 再生資源利用(促進)計画書(実施書)  

■ 部分下請通知書  ※二次下請けについても提出すること 

        下請負の内訳 ＋ 注文書(写) ＋ 約款(写) 

■ アスベスト有無に関する事前調査結果報告書 

     調査技術者及び分析者の免状(写) 

   ※ 石綿事前調査結果報告システム（環境省） 

   ■ コリンズ（受注時・変更時・完了時） 

■ 各種法令等に係る申請書、届出書 

各工程前に提出 

■ 防水施工計画書 

■ 使用材料承認願(承諾図・カタログ等を添付)  

■ 主要材料数量(計算)書 

毎月提出 

■ 工事履行状況報告書 

■ 月間工程表 

■ 災害防止（工事安全）協議会記録（１回/月以上）（写真を添付） 

■ 社内パトロール記録簿（1回/月以上） 

適宜提出 

■ 長期休工時の現場状況届 

■ 工事打合簿 

■ 段階確認書（確認後段階確認時の写真を提出） 

■ 確認・立会い依頼書 

■ 各種試験報告書 

■ 社内検査記録及び社内検査立会い者名簿、写真 

■ 監督員検査記録及び写真 

■ 工事材料搬入報告書 

■ 産業廃棄物処理委託契約書(写)  

  産業廃棄物処分業許可証(写)、産業廃棄物収集運搬業許可証(写)、運搬許可車両一覧(写) 

■ 各種計算書 

■ 各種法令等に係る申請書、届出書 

 工事完了後提出 

■ 完成写真 （表紙も作成、１ページに３枚綴） 

        着工前   ※ 左右見開きで、着工前と完成が対比できるようにファイルする 

        完成       各写真には必ず黒板を入れて撮影 

■ 出荷証明書及び納品書 

■ 機器完成図 

■ 防水保証書（１０年）・性能証明書等 

■ 竣工図（jww ﾃﾞー ﾀを CD-Rで 1 部、A2 及びA3 2ツ折り製本各２部、表紙文字は印字、テープ不可） 



■ 工事写真 （表紙も作成、１ページに３枚綴） 

 着工前   ※ 一連の流れがわかるように整理すること（撮影項目を記入し見出し等をつけて整理） 

        施工中     各写真には必ず黒板を入れて撮影 

        完成 

        各種試験・検査写真 

        材料検収時写真（主要材料については黒板に品名、数量を記入し撮影すること） 

■ マニュフェスト（写） Ａ票、Ｄ票、Ｅ票 （各種類による集計表を作成すること）  

■ 日報 （完成検査時に提出） 

■ 新規入場者教育、ＫＹ活動記録 （完成検査時に提出） 

■ 目的物引渡書 

質 疑 等： 

・設計図書に疑問が生じた場合は、監督員、監理者等と協議の上、誠意を持って対応すること。 

・設計に明記なくとも、施工上当然必要なものについては監督員等の指示に従い受注者負担で施工すること。 

・軽微な変更については、監督員等の指示に従い施工すること。又、本項及び前項による場合の請負金額の変

更は行わない。 

材 料： 

・指定された材料以外については品質・性能・実績・価格等において同等品と認められるもので、監督員等の承

認を受けたものについて使用すること。（見本及び承認図の提出） 

施工･検査： 

・本施設は看護専門学校であり、工事期間中も授業等を実施しているため、生徒及び職員等の安全を最優先とし、

騒音振動等を伴う工程及び仮設計画については監督員及び施設管理者と十分な協議及び説明等を行い、十分

に理解を得た上で施工をすること。又、原則として工事に必要な養生、清掃、仮設、備品等の移動等、工事に必

要なことは全て本工事に含むものとし取次調整等も含むものとする。 

・工事による塗料等の飛散、落下、足場等の崩落、その他災害等が生じないよう十分な仮設計画を行うこと。万が

一被害が生じた場合は全額受注者の負担で迅速に誠意を持って対応すること。 

・施工に必要な関係法令の手続等は受注者が行うこと。 

・工事施工に関し、材料・原寸及び監督員等が要求する検査等を受ける場合は、受注者の自主検査をおこなったう

え、監督員等の検査を受けること。その検査に要する経費等は受注者の負担とする。 

・工事施工中は仮防水等を行い、工事期間中に新たな雨漏りを発生させさせないよう施工すること。 

・大型レッカー等の配置計画、作業等については施設管理者と十分に協議のうえ実施すること。 

・既設下地のアンカー引抜強度を確認のうえ防水層の固定数を決定すること。（試験結果等の提出） 

 

そ の 他： 

・現場に配置する技術者については、建設業法等により自社が恒常的に直接雇用する社員とし、自ら総合的に企

画、調整及び指導(施工計画の総合的な企画、工事全体の的確な施工確保するための工程管理及び安全管理、

工事目的物、工事仮設物、工事使用材料等の品質管理、下請負人間の施工調整、下請人に対する技術指導、

監督等)の全ての面において主体的な役割を果たすこと。 

・工事に伴う各種申請に伴う協議、書類作成、申請手続きは受注者負担にて速やかに行うこと。 

・現場には監督員が指示する場所に「現場表示板」、「建設業の許可」、「施工体系図」等を掲げること。 

・工事工程は監督員等と協議の上決定すること。 

・大型車の搬入の際は監督員と協議を行い、事前に近隣関係者等に通知するとともに、各関係法令を必ず遵守す

ること。 

・騒音振動の発生する工種を施工する場合は､事前に十分な打合せを行い､安全対策を行うこと。 

・期間中、近隣の交通の障害となる工事を行う場合は交通誘導員を適切に配置すること。また、設計図に記載の指

定仮設については、仕様・数量共に設計以上とし原則差異の精算は行わない。 



・工事が原因で公道、近隣建物等、施設に万一損傷を与えたときは、速やかに応急手当、復旧工事をし、それに要

した費用は受注者の負担とする。（事前に写真等の撮影を行い記録を残しておくこと） 

・工事着手前に、関係者に対して受注者にて説明用文書を作成の上、工事工程、工事概要、安全管理対策等の説

明を行い工事について理解を得るようつとめること。また、工事に関する苦情に関しては、受注者の責任において

迅速かつ誠実に対応すること。 

・工事中の各種関係団体等からの工事等に関する要望については監督員と協議の上誠意をもって対応すること。 

・工事の施工にあたり、付近住人、通行人に対して損傷を与えないように、必要な保護設備を計画し、必要に応じて

交通誘導員を配備して、安全には万全の体制を期すこと。 

・工事完了後、防水施工票（SUS t1 以上）を作成のうえ設置すること。 

・本工事において下請負契約を締結する場合には、名張市内に本店等を有する者の中から選定するように努める

こと。 

・本工事は図面契約とし参考数量との差異の精算は行わない。 

 

                                   記 

・防水施工票は各施工箇所に防水仕様毎に作成し、監督員の指示する箇所に設置すること。 

・防水施工票の設置方法は監督員の指示による。 

・防水施工票の材質はステンレス HL（SUS304）とし、厚みは 1.0mm 以上とすること。 

・防水施工票の文字はエッチングなど、経年による文字が不明瞭とならない仕様とすること。 

 防水施工票例     

 防水施工票   

≒
10

cm
 

 受注者名 株式会社〇〇〇〇   

 施工者名 △△△△有限会社   

 製造者名 〇〇△△株式会社   

 仕様（工法名） 
塩化ビニル樹脂系シート防水 

（S-M2、S-F2) 
  

 竣工年月 令和〇年△△年〇△月   

 保証 竣工年月より10 年間   

       

      

≒15cm   

 

 


